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センター長      教授
※ 2005年4月1日現在
辻 毅一郎 (工学博士、工学研究科教授と兼任)
留学生交流指導部門  教授・副センター長  古城 紀雄 (工学博士)
教授 北浜 榮子 (理学博士)
助教授        有川 友子 (Ph.D)




















生活相談員    山岸 美穂
カウンセラー   三木 善彦
事務補佐員    富野 香宝里
坂東 恭子
非常勤講師    岡崎 洋三、東保 登紀代、林 洋子、米田 由喜代、山崎,深雪、
埋橋 淑子、都築 (内藤)裕美、福良 直子、藤澤 好恵、スミス 朋子、
ソーヤー リえこ、安田 正枝
謝金講師     嶋津 百代、中谷 潤子、新庄 あいみ、御子神 慶子、布尾 勝一郎、




































































































































































































































































































村岡貴子 (全体・Bクラス)、 大谷晋也 (Aクラス)、 西村謙一 (Cクラス)
○ 学生数と身分別内訳
クラス別人数










Aクラス Bクラス Cクラス 計
春学期 0
秋学期 1 2 11
計 l 2 11
大使館推薦クラス別内訳





Aクラス Bクラス Cクラス 計
春学期 2 2 7





国 名 春学期 計
イラ ン












イ ツ 0 1 1
ミニカ共和国 1 0 1
ネノ 一 ル l 0 1
ンヽガ リー 1 1
ナヽマ 0 1 1
レヽスチナ 1 1










モンゴル 1 1 2
ラオス 1 1
ロシア 0 1 1




配置 (進学) 先 春学期 秋学期 計
k間科学研究科 3 1 4
文学研究科 2 i
去学研究科 1 0 1
径済学研究科 3 0
医学系研究科 3 4 7
薬学研究科 2 0 2
哩学研究科 3 5





産業科学研究所 0 1 1
陵合科学研究所 0 2
サイバーメディアセンター 1 0 1

























































授|1業:科:目名 :| 担当者 酉己当畔培
`日冽ヽ言語I-4/Ⅱ-4 大谷晋也 全幣 F
日本語I-5/Ⅱ-5 三牧陽子 全学部









日本語485A 吉村裕美 人 文
日本語595A 難波康治 人 文
日本語485B 吉村裕美 人 文
日本語595B 難波康治 人 文
















・ 古城紀雄教授 : 教育実践研究部教育交流部門

































1時間目 理科系日本語 英 語
2時間目 化学 1 専門基礎日本語 理科系日本語 数学 2 物理 2
昼休み ホームルーム


































































U3   :ガジャマダ大学
U5   :ミュンヘンエ科大学
U2   1モナシュ大学
インドネシア  1工学部
ドイツ    1工学部






























































































U2   :パードュー大学 (工学部)
U3   :釜山大学校
延世大学校













Aro 〃β名 〔日本講 〃β客 観 励 号 Jをろ″当多貞
1 哲学的思考と日本の伝統 )hlosophical ninlng and Japanese Tradtions文学部 中岡 成文 舞
2 身のまわりの化学 〕llcmisいy alld Humall Lifc 理学部 オ寸田 灘  雄
3 我が国の保健医療制度の概要
Intoduction to Hcallll Selwice and Medical
Care h Japall
医学相3 赫 経  狩
4 21世紀の電子工学 Electronic Ellgulccmlg m llc 21st Ccnttlly工学部 森田 清三 糎
5 物性物理学入門 Illtlodtlcdollto Matenal Phydcs基礎工学部 三宅 和正 教授
6 近代日本政治 Polticsin Modem」apan 国際公共政鎌研究科 栗栖 薫子 助教授
7 異文化理解へのアプローチ ADOrOaChes to Understallding Cultures留学生センター 有り|1 友子 助教授
8 日本の社会とイデオロギー JaDan:SOcictv and ldcologv留学生センター 近藤佳知彦 助教授
9 科学技術日本語Ⅱ Tccllllical JapancscA:Pall Ⅱ 留学生センター 北浜 榮子 教授
社会科学日本語Ⅱ Techntal JaDaneSe B:P誼II 留学生センター 西村 謙■ 助教授
日フト言吾J逗00 Japallcse JA200 留学生センター スミス朋子 非常勤講師
日本語JA300 Japanese JA300 留学生センター 岡崎 洋三 非常勤講師
日ラヽ言吾JA400 JaDaneSC JA400 留学生センター 難波 康7台 助教授











男 l   u3ブダペストエ科 。経済大学
モナシュ大学
スウェーデン王立工科大学










ハンガ リー    1工学部

















ドィッ     1工学部
タィ‐     1法学部
ポーランド   1工学部
アメリカ合衆国 1文学部
オランダ 工学部





































































ジヘヲ ″目名 θ覇″ 励 序 主たろ″当毅
1 日本における言語と文化の多様性
Lhguistic and Culttl鯰l Di17elsity in
Japall _ _ 文学部 凱  哲 毅
内と外から見た日本
一現代日本文化 。社会入門
Japall lll alld Out―httduction to
Colltemporaly Japancsc Cultlllc alld
Socletv
人間科学部 石川真由美 講師
3 日本の法 。政治システムと法 。政治文化 Japanese Legal&Political Systclnand Lcgal&Political Culttlrc鰤 瀬戸山晃一 講師
現代物理学の最前線 Cu“nt Toplcsin Modcm Pllydcs理学部 細谷  裕 教授
5 薬学入門 Intoduction to PhallllaceuticalScicnccs 薬学部 谷佳 津治 講師
工学の基盤分野における日本の革新技術 Innovativc Japanese Tecllllologics h3M―bascd Enginccring工榔 掛下 知行 教授
機械科学への招待 Invltatlon to Mcchanical Science andBlocnglllccnng Lcctres基礎工学部 平尾 雅彦 教授
近代 。現代日本文学 Japancsc Lltcrattlle,Modcm andColltcmp¨lv 語 文イロ噸斜
村上スミス・アンドリュー
助教授
日本のメディアとコミュニケーション Mcdia alld Communications ill Japall留学生センター 近藤佐知彦 助教授
最近の科学・技術の話題
一科学技術日本語 I―
Curent Science and Engineenng
Topts in Japanese
―Tecllllical JaDaneSC AI Part I―
留学生センター 北浜 榮子 教授
最近の社会 。文化の話題
―社会科学日本語 I―
Curent Social and Cultll●l TOpics h
Japanese
―Tccllllical Japanesc B:Palt I―
留学生センター 西村 謙■ 助教授
日外疇吾JA100 Japanese」A100 留学生センター スミス朋子 非常勤講師
3 日本言吾JA200 Japancsc JA200 留学生センター 岡崎 洋三 非常勤講師
日本疇吾JA300 Japancsc」A300 留学生センター 西 日 光一 毅





















0(0) 1  0(0)
6(1)1 2(2)

















































留学生センター短期留学担当は、従来大阪大学短期留学特別プログラム (Osaka Un市ersity Short‐












































































































































4月 5月 6月 7月 8月′ 9月 10月
メ ―¨ル 面談 メール 面談 メーール 面談 メール 面談 メーール 面談 メール 面談 メ‐―ル 面談
1998 0 2 1 0 0 2
1999 4 5 0 0
30 41 34 3 1 6 7
2001 20 3 1 0 24 3 14
2002 1 1 42 1 1 50 2 2
2003 1 1 30 3 24 4 5 3
2004
?
? 4 2 34 0 1
34 10 84 5 5
合計1
?
? 242 220 254 141 30





11月 12月 1月 2月 3月 合計
合 計
メ ―¨ル 面談 メール 面談 メール 面談 | メール 面談 メール 面談 メール 面談
1 2 1 0
4 1 11 2
1 7
0 0 0
1 7 0 1 0 274
1 6 0 0














ている。 このほか、大阪大学留学生会 (OUISA:Osaka Un市ersity lnternatiottal
Student Association)やB.S.P。(Brothers and Sisters Program)等、学生間の交流
や活動への支援も継続して行っている。更に、地域の国際交流団体やボランティアグルー
プとの連携、地域の学校の国際理解教育プログラムヘの協力も継続して行っている。この























表1 大阪大学留学生センター 留学生交流情報室「IRIS」の相談対応状況及び来室・ 利用人数状況
相談対応件数推移








*「その他 。一般」はホストファミリー 、国際理解教育関連 (小・中・高校の教m、ボランティア等である。










? 68 65 954

















年度 H9 H10HllH12H13H14 H15H16H17
年間利用者数 236245335379 10028957583207524
項目 ＼ 月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計
交 流 55 79 49 36 44
?
? 14 95 8 494
日本語 60 44 10 5 3 14 50 12 2 9 8 7 224
奨学金 16 14 6 6 8 1 8 8 81
保証人 0 0 1 8 0 0 0 0 0 0 0 0 9
住居保証人 4 1 1 1 1 1 1 0 1 0 1 12
医 療 3 5 4 1 0 0 4 0 6 1 32
入管関係 3 0 1 0 1 0 0 1 3 0 14
家族について 1 0 0 0 1 0 0 0 1 3 0 1 7
就 職 8 0 0 14 0 2 0 0 0 1 0 4 29
住 居 6 9
?
? 2 10 2
?
? 17 28 16 108




? 7 47 9
?
? 483




? 9 2 0 2 0 3 48






? 9 6 205





引 越 1 0 0 1 0 1 0 1 0 0 0 0 4







? 1 0 0 26




? 0 0 2 0 0 13




? 9 11 3 216












? 169 66 239 1052294
2.豊中分室の利用延べ状況
4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計
留学生 676 494 4757
日本人学生 98 141
教官。学外など 40 1580
合計 243 228 829 875 674 2287524
―-148-―
(3)学生交流支援



















































10 12 留学生のためのバザー 留学







































































































月 日 市 学校/プログラム名 派遣人数 派遣国
8 茨木市立 三 島 中 学 校 4 中国 。韓国 。フィリピン・インドネシア
8 東大谷高等学校 ベ トナム・韓国 。ブルガリア
9 12箕面市立 西 小 学 校 1 ブルガリア
9 13茨木市立 茨 木 小 学 校 10 中国 。韓国 。マレーシア
9 16摂津市立 第 二 中 学 校 6 エジプ ト・ス リランカ 。ブルガ リア・中国 。マレーシア
10 伊丹市立 昆陽里小学校 1 中国
1024茨木市立 東 雲 中 学 校 7 ブルガリア・インドネシア・スリランカ 。中国 。韓国
1026大阪府立 北淀高等学校 10 韓国 。ネパール・ブラジル・スリランカ・ブルガリア
1028茨木市立 耳 原 小 学 校 イラン。内モンゴル・ネパール・スリランカ。ブルガリア
10 伊丹市立 昆 陽里小学校 1 スリランカ
1114伊丹市立 昆陽里小学校 1 ブルガリア
11 枚方市立 第 四 中 学 校
?
? シンガポール・バングラディシュ
1116宝塚市立 宝 塚 小 学 校 6 カナダ。ロシア・中国・ベルギー・ブラジル・ミャンマー
茨木市立 北 辰 中 学 校 4
1119豊中市立 第 九 中 学 校 8 スリランカ。ネパー ル・インドネシア。シンガポー ル・韓国。中国
1124茨木市立 庄 栄 小 学 校 6 韓国 。中国・スリランカ・ブルガ リア・内モンゴル
1124大阪府立 茨木高等学校 1 モ ン ゴル
1125豊中市立 東豊台小学校 4 韓国
1130宝塚市立 宝 塚 小 学 校 6 カナダ。ロシア・中国 。ベルギー・ブラジル・ミャンマー
―-152-
12 l 摂津市立 千里丘小学校 6 韓国 。中国・インドネシア・ブルガリア
?
? 2 伊丹市立 昆陽里小学校 カナダ・韓国
12 5 伊丹市立 昆陽里小学校
?
? イラン・ネパール
12 6 箕面市立 中 小 学 校 4 ネパール・中国 。インドネシア
12 7 茨本市立 太 田 中 学 校 4 ネパール・ブルガリア・ブラジル・インドネシア
?
? 9 伊丹市立 昆 陽里小学校 4 キュ‐バ・カナダ。韓国
1214箕面市立 中 小 学 校 10 ミャンマー・ブルガリア・韓国。キューバ。ネパール・インドネシア
1 16箕面市立 西 小 学 校 1 ミャンマー
18摂津市立 千里丘小学校 2 ロシア 。ブラジル
1 19吹田市立 千里第二小学校 1 ヨルダン
l 20茨木市立 中 条 小 学 校 12
l
?
? 大阪府立 茨木 高等学校 1 チュニジア
1 宝塚市立 宝 塚 小 学 校 10
?
? 7 茨本市立 清 渓 小 学 校 アメリカ・ベルギー・インドネシア・ミャンマー 。中国
2 9 豊中市立 熊野 田小学校 2 インドネシア・ミャンマー
2 9 吹田市立 豊津第一小学校 5 中国




? 茨木市立 玉 櫛 小 学 校 4 ロシア 。中国・ベ トナム
222高槻市立 南大冠小学校 5 カナダ・ヨルダン。中国 。韓国
2
?



























。 2005年7月15日     留学生センター連絡交換会
於 : コンベンションセンター 会議室2
・ 2005年8月31日     大阪大学ホス トファミリープログラム連絡協議会
参加者 : 21名
。 2006年1月13日     第26回大阪大学留学生教育 。支援協議会
平成17年度第2回国立大学法人留学生センター指導研究協議会
於 : 千里朝日阪急ビル14階 第2会議室
学内参カロ者 : 19名、 学外からの参カロ者 : 61名、 合計 : 80名
。 2006年1月13日     大学の国際化―評価指標の提案と検証
於 : 千里朝日阪急ビル A&Hホール
・ 2006年3月1日     大阪大学ホス トファミリープログラム連絡協議会
参加者 : 24名
―-154-―
。 2006年3月1日     大阪大学・地域団体ボランティア留学生支援連絡協議会
於 : 銀杏会館3階ホール







研修員 : 1名、 受入れ教員 : 西口光一教授
4.海外出張 口海外研修
○ 海外出張
。 2005年5月28日-6月3日  古城紀雄教授、近藤佐知彦助教授、アメリカのシアトルに出張
NAFSAコンファレンスに参加するため
。 2005年8月17日-9月17日  西村謙一助教授、フィリピンのマニラに出張
科学研究費補助金 (基盤研究(B))の調査のため
。 2005年8月25日-8月30日  大谷晋也助教授、韓国の済州道に出張
立教大学 。同徳女子大学 (韓国)の合同セミナーに参加するため
。 2005年9月20日-9月22日  村岡貴子教授、韓国のソウルに出張
。 2005年10月22日-10月30日  近藤佐知彦助教授、オランダのグロー ニンゲンおよびイギリスのロンドンに出張
海外提携大学の交換留学に関するニーズ調査およびグローニングン教育研究センター開所式への参加のため
(平成17年度大阪大学教育研究環境の国際化促進調査事業による)
・ 2005年10月31日-11月4日  北浜榮子教授、有川友子助教授、米国のロサンジェルス、サンタバー
バラおよびシア トル、カナダのバンクーバーに出張
海外提携大学の交換留学に関するニーズ調査のため
。 2005年11月4日-11月9日  三牧陽子教授、タイのバンコクに出張
日本留学フェアの業務のため
・ 2005年11月5日-11月9日  村岡貴子教授、難波康治助教授、タイのバンコクに出張
大阪大学への留学を希望するタイ人学生の日本語教育ニーズに関する調査のため
(平成17年度大阪大学教育研究環境の国際化促進調査事業による)
・ 2005年12月1日-12月5日  有川友子助教授、米国ワシントンDCに出張
American Anthropological Association Annual meetingにて口頭発表のため
。 2006年3月9日-3月25日  西村謙一助教授、フィリピンのマニラに出張
科学研究費補助金 (基盤研究(B))の調査のため













○ クラスと担当者         ′
Aクラス (入門) 人木 水 3。木3[吹田]
Bクラス (初級)嶋津 水3/服部 木3[吹田]
Cクラス (中級)御子神 水4/重川 木4[吹田]
漢字クラス    神吉 火3[豊中]※漢字パー トナー (ボランティア)も参加
コーディネータ (WGメンバー) ◎吉村、西日、有り||、 近藤
○ 参加者数           ぃちょぅ日本語17年度参加者数
春学期 ※漢字のみの参加者はなし







ハb 出板夕のタイハル 新 物
1 大阪大学留学生センターNEWS LttrER第11号 2005生F5月
2 OUSSEP2006-2007帆E 圧ヽ)ノ姐R 2006年1月
3 OUSSⅡ≧2006-2007 SYLLABUS 2006年1月
4 大阪大学短期留学特別プログラムOUSSEPの今後 あり方に関する検討結果報告書 2006年3月
留学生日本語プログラム履修ガイド2006年度
Japallcse Lallguagc PК)〔ダam fOl・htelllational Stlldents 2006Academic Ycar
2006年3月
6
大阪大学留学生センター研究論集 多文化社会と留学生交流 第 10号
Joumal ofMlllticultLll・al Education alld Sttldent Exchange No.10
2006年3月





2.授業 担 当 (1)共通教育 (2)大学院 (3)留学生日本語プログラム (4)国際交流科目
3.学生 指 導 (1)博士後期課程 (2)博士前期課程 (3)日本語研修生 (4)短期留学特別プログラム
(5)日韓共同理工系学部留学生予備教育生
4.教育 (学外)  5.学内 運 営  6.外部 資 金
7.研究 業 績 (1)論文 (2)著書 (3)回頭発表 (4)その他
8.学外 運 営  9.会議 運 営  10.講演 会  11.報  道  12.その 他
※ 50音順。 7の(1)論文と(3)口頭発表の記載の末尾にある「有」「無Jは、査読の有無。





































。  Creating Educational Conll■unities i  ndonesia and Japan, Tomoko Arikawa,「か蒻課、
American Anthropological Association 2005 Meeting, American Anthropological Association,
2005左「 12り弓、 嶼熙
。  Conllnunities, Constructed and lmagined, by lnternational StudentS, TOmokO Arikawa,













1.専門 分 野 応用言語学、言語社会学、文献学


























・ 科学研究費補助金萌芽研究 課題番号 :17652053 平成17年度～平成19年度 「外国人に対する医
療支援に関するエスノグラフィー調査およびリソース開発」、研究代表者
・ 科学研究費補助金基盤研究(C)課題番号 :14580330 平成14年度ん平成17年度「種々の理系専
門分野における日本語論文作成方法の指導に関する基礎的研究」(研究代表者 :村岡貴子)、研究分担者
・ 科学研究費補助金基盤研究(C)課題番号 :16520327 平成16年度～平成18年度「ニューカマー
の子どもと日本社会との相互適応プログラムの開発研究」(研究代表者 :山田 泉)、 研究分担者














。 国 。地方公共団体、大阪市教育国際化推進協議会 (委員)、 大阪市教育委員会、2004年12月～2006
年 3月
。 国 。地方公共団体、大阪市不就学外国人児童生徒支援事業委員会 (座長)、 大阪市教育委員会、
2005年7月
。 その他、日本文学データベース研究会 (代表世話人)、 1996年12月
。 その他、西 日｀本国語国文学データベース研究会 (世話人)、 1992年10月
12.そ の 他
。 「帰国 。外国人児童生徒と共に進める教育の国際化推進地域」事業 研究発表会 (主催 :大阪市教
育委員会 。大阪市教育国際化推進協議会)第一分科会 (テー マ :教科学習へ対応 した日本語指導)に
おいて助言者を務めた。
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(最近の科学 。技術の話題―科学技術日本語 I―)















・ OUSSEP科学技術日本語プログラム (企画 :北浜榮子)、 学外施設見学ツアーにかかる諸費用負担
協力、財団法人社会経済生産性本部『フォーラム 。エネルギーを考える』
・ 科学研究費補助金基盤研究(A)(2)「大学国際化の評価指標策定に関する実証的研究」 (代表 :
古城紀雄)、 研究分担者
7研 究 業 績
(1)論文






。 「特集 :大学の国際化、再考 。これからの大学教育の国際化に求められるもの」、北浜榮子、 招待、
『留学交流』、 17(1)、8-11、2005年1月、学術論文
(3)口頭発表
・   Data Mining throligh Cluster Analysis ‐Evaluation o  nternationalization of l15





。   「Chapter 4: Evaluation on the lnternationalization of Universities in 」apan Sec on 2:
Quantitat市e Analysis on University EvaluatiOn cOncerning lnternational Exchange Act市ities

























。 イベント『My Country,My University』、コーディネーター、大阪大学留学生センター短期留学




















・ 市民科学教育啓発フォーラム・カフェ・シアンティフィック、「実験科学講座 。ファミリー で立体
凧作り、凧の不思議」、特定非営利活動法人科学と市民社会のコミュニケーション、2005年12月11日、
宝塚市勤労市民センターで講演
。 市民科学教育啓発フォーラム・カフェ 。シアンティフィック、「実験科学講座 。ファミリー で台所
を科学しよう、食材の不思議、なぜ固まるの?」、特定非営利活動法人科学と市民社会のコミュニケー
ション、2006年2月26日、宝塚市立西公民館で講演







・ 印刷物編集、『OUSSEP 2006-2007 Calendar』、大阪大学国際交流委員会、2005年11月
。 印刷物編集、『OUSSEP 2006‐7 Syllabus』、大阪大学国際交流委員会、2005年11月
。 印刷物編集、『大阪大学留学生センター研究論集 多文化社会と留学生交流』第10号、大阪大学留
学生センター広報出版委員会、2005年9月





・ サーバ管理・メーリングリス ト運営、OUSSEPメーリングリス ト、大阪大学留学生センター短期
留学担当、1997年4月
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・ 『 日本語力』馬場真知子 。田中佳子・瀬村絵里子・小山秀典 。近藤佐知彦、リメディアル教材。ワー
クブック、編集 。印刷中、旺文社
(3)口頭発表
。  `Evaluation Criteria for University lnternationalization'、 FurushirO, N; Kondo, S;Miriam,
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・ 立命館大学言語情報教育研究科 日本語教育学Ⅶ  (集中講義)              、
・ 京都外国語大学 外国語学研究科 日本語教育研究Ⅲ (集中講義)



































































。 神戸海星女子学院大学 文学部国際英語メディア学科 国際協力論 (集中講義)
5。 学 内運 営
。 日韓共同理工系学部留学生受入れ方法検討WG(日本語科ロコーディネーター)
6.外部 資 金

































。  Changes in Crysta1lographic Orientation Distribution during Superplastic Deformation in
an AL‐Zn1/1g‐Cu A1loy.Materials Science and Engineering A410‐411(2005)pp.114‐119. 学
術論文 有
。  A New Cross Rolling for Spreading of Thin Strips and its Application for Texture Control
of Alunlinum, Proceedingd of The 8th lnternational Conference on Technology of Plasticity
Verona,Italy,(2005)国際会議論文、有




。  “A New Cross Rolling for Spreading of Thin Strips and lts Application for Texture Control
of Alunliniuln" The 8th lnternational Conference on Technology of Plasticity Verona, Italy,
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October 2005 Advanced Technology of Plasticity 2005, ed.By P,F.Bariani, Edizioni Progetto
Padova(2005),pp529‐30&CD‐ROM




・ 学会 金属学会 。鉄鋼協会関西支部理事、
・ 学会 専門日本語教育学会代表幹事
。 学会 国立大学留学生指導研究協議会監査委員
。 学会 日本伸銅協会 「銅及び銅合金技術研究会」理事
。 国 文部科学省科学研究費審査委員 (2004‐2005年度)
。 国 文部科学省国費留学生の選考にかかる調査協力者会議委員、同日韓共同理工系学部留学生事業
部会委員









































































。 「理工系研究室文化」における規範意識と情報伝達、三牧陽子 。内藤 (都築)裕美・林洋子 。服部
圭子・福良直子・藤澤好恵、応募、社会言語科学会第16回大会、2005年10月        ′






































・ 科学研究費補助金基盤研究(C)課題番号 :14580330 平成14年度～平成17年度 「種々の理系専
門分野における日本語論文作成方法の指導に関する基礎的研究」、研究代表者
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1 専 門 分 野 言語学、日本語学



































。 「日本語形容詞の記述的研究―類型論的視点から一」、吉村裕美 (人亀裕美)、 大阪大学大学院文学
研究科論文博士学位申請論文、2005年12月学位授与 (未公刊)、 学術論文
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」A2003   総合日本語   スミス


















Jl100 111‐ ・‐■ IAクーラス | ‐ ‐ ‐埋橋
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」B2001  総合日本語   東保
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脚つ 儘爾  中谷
JK201¬ 儘蓉ざ 岡崎
」K251」 儘菖喜厖  林
」K252¬ 委種与素蜃 西口
英語補講    嶋津
JK101 3 僑暮 ざ 齊藤 J田014  6暮膚  齊藤
」K2012 儘護厖 新庄
」K2512  儘:喜影  中谷
JK252 2  委曇隼素尋  布尾
V
16:20   5
-17:50 だ馳||1守毒澪|■|||
春学期 豊中キヤンパス
般日本語     隕  :専門日本語
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」A200-2 総合日本語 岡崎  共A203
」A300-2 総合日本語 ツー ヤー   共A3‖
」A400-2 総合日本語 西口  共B216




























|  |:一般日本語   | . :専門日本語
月 火 水 木 金
授  業    担 当 授  業    担 当 授  業  担 当 授  業    担 当 授  業     担 当
1  1











」A1001  総合日本語  スミス













」A3003   総合日本語   西口
JA100 3   総合日本語  スミス
」A4003   総合日本語   三牧
|1  1










































































JK25卜1 儘:豪ヽ  西口
」K252¬ 委屋与素尋 須田
英語補講   嶋津
」K10卜3僑護ざ 驚 」K10卜4 儘護不 齊藤
」K20"  瀧豪峰 新庄
」K2田ゼ  儘:喜厖 中谷
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」A1002 総合日本語 岡崎 共A203
」A200⊇ 総合日本語 ソー ヤー  イ 47
」A3oOフ 総合日本語 西口 共A311
JB200¬ 総合日本語  岡崎  イ■7 」A200・3  総合日本語  岡崎 イー 47
















研究生 大学院生 短期留学生 学部生
日本語 業語補詳 日本語 美語補濤 日本語 英語補壽 日本語 英語補詳 日本言吾 英語補冒
文学部 :文学研究科 5 0 0
人間科学部・人間科学研究科 7 0 1 7 0 0
法学部・法学研究科 0
経済学部・経済学研究科 0 0
理学部・理学研究科 4 0 0
医学部・医学系研究科 5 0 0
歯学部・歯学研究科 0 0 0
薬学部・薬学研究科 0
工学部・工学研究科 , 5 0 0
基礎工学部・基礎工学研究科 4 0 0
言語文化研究科 0
国際公共政策研究科 4 0 0





接合科学研究所 0 0 0 0
レーサ゛―工杓レキ゛―学研究センタ= 0 0 0
サイバーメディアセンター 0 0 0
留学生センター
(研修コース及びOUSSEP) 3 0










(学部学生レベル)550H 3 4 1
計
英語補講 登録者数 身分別内訳








研究生 大学院生 短期留学生 学部生
日本語 英語補諦 日本語 英語補詳 日本語 英言吾ネ甫講 日本語 英語補講 日本語 英語補請
文学部・文学研究科 0













情報科学研究科 3 3 3



















5 7 2 0
(学部学生レベル)5501 3 5 0
計 0
英語補講 登録者数 身分別内訳






時限 時間 月 火 水 木 金















































































































時限 時間 月 火 水 木 金




































































































《法学部》     ′
卦下 知行 教授 平尾 雅彦 教授 頼戸山 晃― 講師
工学部材料系
R2-323 基礎工学部D122 理学部B212
V
16:20
|
17:50
日本語」A
(400)
《留学生センター》
ЮO:吉村 裕美 講師
Cホー ル2F
雪学生センター
満義室 3
平成17年秋学期 国際交流科目
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